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付付記記  
本研究は日本キャリア教育学会第 47 回大会で

発表した研究（溝口・山田、2025）を発展させ、

その成果をまとめたものである。JSPS 科研費

（22K02725及び25K06358）の助成を受けた。  
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要要旨旨  
 近年、日本各地で地震が発生し、南海トラフ地震が予想されている。地震や津波などの緊急時

のアナウンスや表記は重要なものである。本研究では、情報弱者である日本語学習者にとって日

本語のどの表現がよく伝わるのかを分析した。結果は「逃げてください」が多くの日本語学習者

にとって適切であると考えられていることが明らかになった。さらに、JLPT の取得レベルが低
い人ほど、簡潔な表現である「逃げろ」が最適であると考えていることが確認できた。 
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11.. ははじじめめにに  
11..11..   研研究究背背景景  
近年、外国人観光客が増加している。今後も多

くの外国人が日本を訪れることが予想される。さ

らに、国からの留学生の受け入れ目標は増加傾向

にあり、海外からの多くの学生が一定期間日本に

留まることが予想される。日本語教育の更なる発

展に加え、これまでの教育を改めて考え直す機会

になると考えられる。また、日本に長期間滞在す

る外国人や留学生が増加するなかで、多文化共生

といった、より生活を意識した「社会と日本語学

習者」という観点で日本語教育を考えることは必

要である。なかでも、島国である日本の生活にお

いて、地震や津波をはじめ気候変動による台風や

火事などの災害が起こる可能性を含めて考えるこ

とは重要なことである。 
2024年には能登半島地域で地震が発生し、東日
本大震災以降、初めて大津波警報が発表された。

テレビのニュースではアナウンサーが、念を押す

意味が含まれる「今すぐ逃げること」という言葉

を用い、強い口調で伝える場面があった。中島

（2024）はこの呼びかけ表現を、「口調によって
は、命令的なニュアンスが出る表現だと言える」

と述べ、この表現の使用を視聴者のアンケートに

よって分析している。その視聴者アンケートでは、

肯定的な意見が多かったという結果が記されてい

る。また、能登半島地域の地震発生後に地震速報

に切り替わった多数のメディアを自身でも検証し

た。表記では「逃げろ」や「逃げて」「津波危険」

等が使用され、ピクトグラムの有無などメディア

各々の対応が見られた。一方、日本語教育におい

て荒瀬（2015）は、災害時に必要な語彙や具体的
な指導が行われていない現状に触れ、留学生の災

害についての既習歴（授業で学んだことがあるか）

等をアンケートでまとめている。このなかで、学

生が災害について学ぶ機会は少ないとし、学ぶ必

要性を感じている学生が多くいることも明らかに

している。また、語彙の教育面では多くの学習者

が「逃げる」という動詞を、初級テキストの後半

で学んでいる。例えば、命令形の導入時に「危険
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が迫った時に使用する言葉」として、「逃げろ」「走

れ」「危険」等の語彙が導入される。これは多くの

留学生が、学習を始めて半年以降にこれらの言葉

を学ぶということである。いつ起きてもおかしく

ない地震と隣り合わせにある状況で、留学生や日

本語学習者にとって、この状況が適しているのか

疑問が生じる。頻繁に発生する地震や津波、台風

等の危険な状況で発信される重要な言葉を、入国

後の早い段階で学習することは重要である。 
今回の研究では、様々な表現の中からどの表現

が日本語学習者にとって最適であるかを明らかに

する。そして、今後の防災教育を含めた日本語教

育のあり方を提案するとともに、メディアでの情

報発信で使用する表現方法を考察する。 
 
11..22..  先先行行研研究究  
 緊急時の呼びかけについて、いくつかの先行研

究がある。中島（2024）では、令和 6年能登半島
地震の際、番組内でアナウンサーが使用した「今

すぐ逃げること！」（原文ママ）という呼びかけに

ついて視聴者へ意識調査を実施し、9 割が肯定的
であるとの回答を得ている。そして、「〇〇するこ

と！」（原文ママ）という強い口調や表現は、緊急

事態であることを伝えるためには有効な方法であ

ると述べている。しかし、ここでは「〇〇するこ

と！」等の強い口調について、使いすぎるとその

ことばの効果が薄れてしまうことにも言及してい

る。また、井上（2012）は東日本大震災の発生時
に防災無線で津波からの避難を呼びかける際、命

令調で行った自治体が複数あったことを記してい

る。加えて、住民の避難の最後の後押しとしての

防災無線の呼びかけについて論じている。この中

で避難の命令について取り上げ、「法律上の命令」

と「表現上の命令」とは区別すべきであるとも論

じている。さらに、緊急事態において「逃げろ!」
等の表現は、話し手の権限とは関係なく通常使わ

れている日本語の一表現として考えるべきである

と述べている。これらの研究はいずれも日本人を

対象にした調査に基づいている。それに対し、留

学生や日本語学習者についての緊急時の呼びかけ

や防災意識については、次のような研究がある。

杉山（2019）は、災害時に高齢者、子ども、障害
がある人とともに情報弱者になる外国人が孤立し

てしまうことに触れ、「やさしい日本語」の有効性

を述べている。岩田（2017）は、災害時において
日本に住む外国人には英語が思ったより通じない

こと、わかりやすい日本語なら通じることを明ら

かにしている。日本語学習者の災害関連の研究に

おいて、「やさしい日本語」は重要であるため次項

で取り上げて述べる。この他、飯嶋（2017）は、
地震や津波に関する基本的な知識が不足している

留学生がいるとともに、とくに津波に関しては認

知度が低いという結果を得ている。そして、地震

発生時の行動等の防災知識が十分でないことを明

らかにしている。留学生の防災力に関しては高

（2021）が、防災教育と避難訓練を受けた留学生
は日本人より少なく、正しい地震の知識をもって

いる留学生も少なかったことを記している。そし

て、緊急時に適切な行動を取ることができないこ

とも明らかにし、留学生に対する防災教育と避難

訓練の重要性を述べている。このように、日本人

に対する緊急時の呼びかけ表現や留学生の防災意

識に関する調査はあるが、留学生や日本語学習者

への緊急時の呼びかけ表現についての研究は極め

て少ない。 
 
11..33..  「「ややささししいい日日本本語語」」ににつついいてて  
 阪神・淡路大震災で、日本にいた多くの外国人

が日本語を十分に理解できず、必要な情報を得ら

れないがために適切な行動を取ることできず被害

が拡大した。そこで、震災をきっかけに非母語話

者である外国人住民に、素早く的確に情報を伝え

る目的で「やさしい日本語」が考案された。昨今、

多言語による情報発信が進んでいるが、情報が届

いていない場合も多いことや全ての外国人住民に

配慮した情報発信には限界があり、コストもかか

ることが指摘されている。また、何百という国や

地域から来日している外国人に対し、英語が通じ

ない場合が多いことや分かりやすい日本語であれ

ば通じることも明らかになっている（岩田、2017）。
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が迫った時に使用する言葉」として、「逃げろ」「走

れ」「危険」等の語彙が導入される。これは多くの

留学生が、学習を始めて半年以降にこれらの言葉

を学ぶということである。いつ起きてもおかしく

ない地震と隣り合わせにある状況で、留学生や日

本語学習者にとって、この状況が適しているのか

疑問が生じる。頻繁に発生する地震や津波、台風

等の危険な状況で発信される重要な言葉を、入国

後の早い段階で学習することは重要である。 
今回の研究では、様々な表現の中からどの表現

が日本語学習者にとって最適であるかを明らかに

する。そして、今後の防災教育を含めた日本語教

育のあり方を提案するとともに、メディアでの情

報発信で使用する表現方法を考察する。 
 
11..22..  先先行行研研究究  
 緊急時の呼びかけについて、いくつかの先行研

究がある。中島（2024）では、令和 6年能登半島
地震の際、番組内でアナウンサーが使用した「今

すぐ逃げること！」（原文ママ）という呼びかけに

ついて視聴者へ意識調査を実施し、9 割が肯定的
であるとの回答を得ている。そして、「〇〇するこ

と！」（原文ママ）という強い口調や表現は、緊急

事態であることを伝えるためには有効な方法であ

ると述べている。しかし、ここでは「〇〇するこ

と！」等の強い口調について、使いすぎるとその

ことばの効果が薄れてしまうことにも言及してい

る。また、井上（2012）は東日本大震災の発生時
に防災無線で津波からの避難を呼びかける際、命

令調で行った自治体が複数あったことを記してい

る。加えて、住民の避難の最後の後押しとしての

防災無線の呼びかけについて論じている。この中

で避難の命令について取り上げ、「法律上の命令」

と「表現上の命令」とは区別すべきであるとも論

じている。さらに、緊急事態において「逃げろ!」
等の表現は、話し手の権限とは関係なく通常使わ

れている日本語の一表現として考えるべきである

と述べている。これらの研究はいずれも日本人を

対象にした調査に基づいている。それに対し、留

学生や日本語学習者についての緊急時の呼びかけ

や防災意識については、次のような研究がある。

杉山（2019）は、災害時に高齢者、子ども、障害
がある人とともに情報弱者になる外国人が孤立し

てしまうことに触れ、「やさしい日本語」の有効性

を述べている。岩田（2017）は、災害時において
日本に住む外国人には英語が思ったより通じない

こと、わかりやすい日本語なら通じることを明ら

かにしている。日本語学習者の災害関連の研究に

おいて、「やさしい日本語」は重要であるため次項

で取り上げて述べる。この他、飯嶋（2017）は、
地震や津波に関する基本的な知識が不足している

留学生がいるとともに、とくに津波に関しては認

知度が低いという結果を得ている。そして、地震

発生時の行動等の防災知識が十分でないことを明

らかにしている。留学生の防災力に関しては高

（2021）が、防災教育と避難訓練を受けた留学生
は日本人より少なく、正しい地震の知識をもって

いる留学生も少なかったことを記している。そし

て、緊急時に適切な行動を取ることができないこ

とも明らかにし、留学生に対する防災教育と避難

訓練の重要性を述べている。このように、日本人

に対する緊急時の呼びかけ表現や留学生の防災意

識に関する調査はあるが、留学生や日本語学習者

への緊急時の呼びかけ表現についての研究は極め

て少ない。 
 
11..33..  「「ややささししいい日日本本語語」」ににつついいてて  
 阪神・淡路大震災で、日本にいた多くの外国人

が日本語を十分に理解できず、必要な情報を得ら

れないがために適切な行動を取ることできず被害

が拡大した。そこで、震災をきっかけに非母語話

者である外国人住民に、素早く的確に情報を伝え

る目的で「やさしい日本語」が考案された。昨今、

多言語による情報発信が進んでいるが、情報が届

いていない場合も多いことや全ての外国人住民に

配慮した情報発信には限界があり、コストもかか

ることが指摘されている。また、何百という国や

地域から来日している外国人に対し、英語が通じ

ない場合が多いことや分かりやすい日本語であれ

ば通じることも明らかになっている（岩田、2017）。

各自治体でも同様の調査が進められ「やさしい日

本語」は「英語」よりも有効な手段であると位置

づけているところも多い。また、幡手（2022）は
東日本大震災時に防災無線で使用された語彙や表

現を調査し、「やさしい日本語」のルールで防災無

線を書き換えることは難解であると記している。

これは「やさしい日本語」のルールが多いことな

どが原因であると記載されている。しかし、「やさ

しい日本語」の研究においても、日本語学習者に

とってどのような呼びかけが最適なのかは調査さ

れていない。また、危険が迫っていることを瞬時

に理解し、その後の行動に繋がる日本語の表現は

何であるのかは調査されていない。今後、留学生

や日本語学習者が増えると予想される日本で、外

国人が瞬時に的確に理解できる日本語の呼びかけ

や表示でなければ被害が拡大する可能性は高まる

と考えられる。 
 
22..  研研究究目目的的  
 本研究の目的は、命の危険が迫る緊急時の日本

語学習者（情報弱者）への呼びかけ表現は何が最

適かを明らかにすることである。その上で、日本

語学習者の視点、日本語教育者の視点、発信側で

あるメディアの視点を取り入れながら、今後の多

文化共生社会における日本語教育や情報発信のあ

り方を提案する。 
  
33..  研研究究意意義義  
 現在も日本の各地で頻繁に地震が発生し、南海

トラフ地震が予想されている。また、地震発生時

の多言語での情報発信は進んでいるとはいえ、翻

訳の言語数には限界がある。これらを考慮すると、

日本語を母語としない外国人に、どのような日本

語の表現を使用するのかという詳細な分析は必要

である。 
今回は、テレビ等のメディアのアナウンスや表

記から情報を得る場面を想定して研究を進める。

しかしながら、留学生はテレビやラジオを所有し

ていない人が多い。アンケートでも緊急時の情報

収集を含め、情報を調べる場合にはインターネッ

トを使用する留学生が多いことが確認された。し

かし、テレビ番組をインターネット端末で視聴で

きる機能は日々、進化している。また、繁華街に

は大型モニターがあったり外食した場合などに飲

食店でテレビを視聴したりする機会もある。メデ

ィアから発信されるアナウンスや表記を見たり聞

いたりすることは頻繁にあると思われる。また、

今回の調査では、声や音声で発するアナウンス面

と、目で見る情報としての表記面のどちらも調査

する点などを考慮し場面を設定した。調査によっ

て、道で行き交う観光客や近隣に住む日本語学習

者に対しても、どのような呼びかけ表現を使用す

ればすぐに行動してもらえるのかを知る手掛かり

になると考える。 
  
44..  研研究究方方法法  
 今回は地震や津波などが発生し避難しなければ

ならない状況を設定し、動詞の「逃げる」を用い

て表現の調査を行った。中島（2024）では、「逃げ
る」と「避難する」を比べ、「津波から逃げる」と

いう表現には、より危機的なニュアンスがあると

記されている。また、日本語学習者にとって、聞

く（アナウンス）と見る（表記）は同一であるこ

とが望ましいことからも、現在のメディアの表記

として使用頻度が高い和語である「逃げる」を取

り上げることにした。 
アンケートは、敬語を含めた十の表現に①適切

である②多少適切だと思う③あまり適切ではない

と思う④適切ではないと思うという選択肢を提示

し、その中から一つを選択する方式である。また、

その中で最も使用してほしい表現を、アナウンス

と表示のそれぞれで選択する質問も加えた。その

後、最も使用してほしい表現について、その理由

を記述するアンケートを実施した。記入前には、

全員の前提認識が一致するようテレビでアナウン

サーが緊急地震速報を読み上げる場面を写真で提

示し、アナウンサーが発する言葉をアナウンス、

画面に出る文字を表記と提示してからアンケート

を実施した。分析では、各表現の回答をポイント

制にし、平均値を求めて比較する方法と、最も使
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用してほしい表現の回答から割合を算出する方法

を用いた。また、学生の日本語能力レベルや滞在

歴、国別でも分析を行った。なお、国別では中国

人留学生 60 名、非漢字圏で主に東南アジアの留
学生30名を抜粋し調査した。アンケートの集計・
分析にあたっては SPSS（統計分析用ソフト）を
利用した。 
  
44..11..  調調査査参参加加者者  
  関西のA大学とB大学の留学生（115名）を対
象にアンケートを実施した。出身国は中国（63名）、
ベトナム（15名）、韓国（14名）、ミャンマー（9
名）インドネシア（5名）、台湾（3名）、香港（1
名）、ロシア（1名）、スウェーデン（1名）、マレ
ーシア（1名）、パキスタン（1名）、バングラデシ
ュ（1名）である。いずれも20代であり、日本滞
在歴は5年以内である。今回、様々な表現を調査
するため、選択肢に敬語を含んで設定した。その

ため、調査参加者も敬語までを学習した大学1年
生の日本語の授業を受講している留学生を対象に

調査した。この背景には、留学生が近隣住民と話

したことがなく、帰宅してからは孤立状態になる

人が多いことが事前のアンケートで明らかになっ

たからである。なかでも大学 1年生は引っ越しし
て間もない人が多いことや、大学に友人ができて

いない人も多い。生活が安定していない学生にア

ンケートを実施することによって、自分事として

捉え具体的な意見が聞けることを想定した。なお、

アンケート対象者については田中・美野（2016）
を参考にした。  
  
44..22..  表表現現のの役役割割  
 今回のアンケートでは動詞「逃げる」の表現に

ついて質問した。質問には「逃げます」、「逃げて」、

「逃げる」、「逃げよう」、「逃げろ」、「逃げなさい」、

「逃げてください」、「お逃げください」、「逃げま

しょう」、「逃げなければならない」を設定した。

「逃げます」から「逃げろ」までは、丁寧なニュ

アンスが比較的含まれない簡潔な表現である。ス

リーエーネットワーク（2016b）では、命令形は
「相手にある動作を強要するときに使う。非常に

強い響きを持つので、使う場面は限られている」

と記されている。留意点として、「多くは緊急時の

指示、危険回避の指示として使われるため、確実

に聞き取れるようになることが大切である」とし

ている。「逃げなさい」から「逃げなければならな

い」の比較的丁寧で難易度の高い表現については、

友松他（2010）などに記載されている表現の意味
を付け加えておく。「逃げなさい」の表現は、「命

令形をそのまま使う場合より丁寧で軟らかい命令

文である。親と子の関係などで指示したり、試験

の指示文などで使われたりする」と記されている。

「逃げてください」は、グループ・ジャマシイ

（1998）に「話し手（または話し手側の人）のた
めに誰かが何かの行為をするよう依頼したり、指

示したり、命令したりする表現」と記載されてい

る。スリーエーネットワーク（2016a）では、「３
つの機能がある。指示、依頼、勧めである」とし、

指示の意味では目上の人には使わないことが明記

してある。なお、「て形」の学習時には単独の意味

ではなく、「ください」を付け足したかたちでの意

味や導入方法が記されている。「お逃げください」

は、友松他（2010）によると「公の場所でよく使
われる勧めや指示の簡潔な言い方」と記載されて

いる。「逃げましょう」は、「積極的に相手を誘う、

またはそうするように呼びかけるときの使い方で

ある」と記され、さらに「Vよう」の丁寧な言い
方と明記されている。「逃げなければならない」は、

「社会常識などから見て、必要なことや義務を表

わす言い方であり、一般的な判断を言うことが多

い」と記載されている。 
  
55..  アアンンケケーートト調調査査結結果果のの分分析析  
55..11..  平平均均値値にによよるる比比較較  
 この調査では、各表現の回答の選択肢にポイン

トを定め、平均値を求めた（表 1-1から 1-10）。
その後、どの表現が最も受け入れられるのかを比

較する。
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用してほしい表現の回答から割合を算出する方法

を用いた。また、学生の日本語能力レベルや滞在

歴、国別でも分析を行った。なお、国別では中国

人留学生 60 名、非漢字圏で主に東南アジアの留
学生30名を抜粋し調査した。アンケートの集計・
分析にあたっては SPSS（統計分析用ソフト）を
利用した。 
  
44..11..  調調査査参参加加者者  
  関西のA大学とB大学の留学生（115名）を対
象にアンケートを実施した。出身国は中国（63名）、
ベトナム（15名）、韓国（14名）、ミャンマー（9
名）インドネシア（5名）、台湾（3名）、香港（1
名）、ロシア（1名）、スウェーデン（1名）、マレ
ーシア（1名）、パキスタン（1名）、バングラデシ
ュ（1名）である。いずれも20代であり、日本滞
在歴は5年以内である。今回、様々な表現を調査
するため、選択肢に敬語を含んで設定した。その

ため、調査参加者も敬語までを学習した大学1年
生の日本語の授業を受講している留学生を対象に

調査した。この背景には、留学生が近隣住民と話

したことがなく、帰宅してからは孤立状態になる

人が多いことが事前のアンケートで明らかになっ

たからである。なかでも大学 1年生は引っ越しし
て間もない人が多いことや、大学に友人ができて

いない人も多い。生活が安定していない学生にア

ンケートを実施することによって、自分事として

捉え具体的な意見が聞けることを想定した。なお、

アンケート対象者については田中・美野（2016）
を参考にした。  
  
44..22..  表表現現のの役役割割  
 今回のアンケートでは動詞「逃げる」の表現に

ついて質問した。質問には「逃げます」、「逃げて」、

「逃げる」、「逃げよう」、「逃げろ」、「逃げなさい」、

「逃げてください」、「お逃げください」、「逃げま

しょう」、「逃げなければならない」を設定した。

「逃げます」から「逃げろ」までは、丁寧なニュ

アンスが比較的含まれない簡潔な表現である。ス

リーエーネットワーク（2016b）では、命令形は
「相手にある動作を強要するときに使う。非常に

強い響きを持つので、使う場面は限られている」

と記されている。留意点として、「多くは緊急時の

指示、危険回避の指示として使われるため、確実

に聞き取れるようになることが大切である」とし

ている。「逃げなさい」から「逃げなければならな

い」の比較的丁寧で難易度の高い表現については、

友松他（2010）などに記載されている表現の意味
を付け加えておく。「逃げなさい」の表現は、「命

令形をそのまま使う場合より丁寧で軟らかい命令

文である。親と子の関係などで指示したり、試験

の指示文などで使われたりする」と記されている。

「逃げてください」は、グループ・ジャマシイ

（1998）に「話し手（または話し手側の人）のた
めに誰かが何かの行為をするよう依頼したり、指

示したり、命令したりする表現」と記載されてい

る。スリーエーネットワーク（2016a）では、「３
つの機能がある。指示、依頼、勧めである」とし、

指示の意味では目上の人には使わないことが明記

してある。なお、「て形」の学習時には単独の意味

ではなく、「ください」を付け足したかたちでの意

味や導入方法が記されている。「お逃げください」

は、友松他（2010）によると「公の場所でよく使
われる勧めや指示の簡潔な言い方」と記載されて

いる。「逃げましょう」は、「積極的に相手を誘う、

またはそうするように呼びかけるときの使い方で

ある」と記され、さらに「Vよう」の丁寧な言い
方と明記されている。「逃げなければならない」は、

「社会常識などから見て、必要なことや義務を表

わす言い方であり、一般的な判断を言うことが多

い」と記載されている。 
  
55..  アアンンケケーートト調調査査結結果果のの分分析析  
55..11..  平平均均値値にによよるる比比較較  
 この調査では、各表現の回答の選択肢にポイン

トを定め、平均値を求めた（表 1-1から 1-10）。
その後、どの表現が最も受け入れられるのかを比

較する。

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

Q1(1)逃げます Q1(2)逃げて Q1(3)逃げる Q1(4)逃げよう Q1(5)逃げろ Q1(6)逃げなさい Q1(7)逃げてください Q1(8)お逃げください Q1(9)逃げましょう Q1(10)逃げなければならない
平均値 2.12 2.72 2.17 2.51 2.97 2.91 3.25 2.37 2.35
標準偏差 0.98 0.97 0.98 0.95 1.15 1.05 0.99 1.05 1.01

表1-1　留学生全体のアナウンスの平均値

2.38
1.02

Q2(1)逃げます Q2(2)逃げて Q2(3)逃げる Q2(4)逃げよう Q2(5)逃げろ Q2(6)逃げなさい Q2(7)逃げてください Q2(8)お逃げください Q2(9)逃げましょう Q2(10)逃げなければならない
平均値 2.24 2.71 2.25 2.56 3.02 3.03 3.40 2.49 2.41
標準偏差 1.04 0.98 0.95 0.92 1.04 0.95 0.88 1.06 1.02 1.04

表1-2　留学生全体の表記の平均値

2.39

Q1(1)逃げます Q1(2)逃げて Q1(3)逃げる Q1(4)逃げよう Q1(5)逃げろ Q1(6)逃げなさい Q1(7)逃げてください Q1(8)お逃げください Q1(9)逃げましょう Q1(10)逃げなければならない
平均値 2.17 2.73 2.27 2.40 3.08 2.98 3.08 2.22 2.13
標準偏差 1.02 0.93 0.98 0.88 1.02 0.99 1.00 0.91 0.96

2.13
0.94

表1-7　中国人留学生のアナウンスの平均値

Q2(1)逃げます Q2(2)逃げて Q2(3)逃げる Q2(4)逃げよう Q2(5)逃げろ Q2(6)逃げなさい Q2(7)逃げてください Q2(8)お逃げください Q2(9)逃げましょう Q2(10)逃げなければならない
平均値 2.43 2.75 2.40 2.35 2.87 2.95 3.17 2.48 2.08
標準偏差 1.02 0.96 0.95 0.89 1.01 0.90 1.00 1.06 0.99

2.42
0.99

表1-8　中国人留学生の表記の平均値

Q1(1)逃げます Q1(2)逃げて Q1(3)逃げる Q1(4)逃げよう Q1(5)逃げろ Q1(6)逃げなさい Q1(7)逃げてください Q1(8)お逃げください Q1(9)逃げましょう Q1(10)逃げなければならない
平均値 2.07 2.90 2.17 2.60 3.17 2.62 3.37 2.40 2.27
標準偏差 0.85 0.94 0.93 1.02 1.19 1.10 0.87 1.14 0.93

表1-9　東南アジア留学生（非漢字圏）のアナウンスの平均値

2.57
0.99

Q2(1)逃げます Q2(2)逃げて Q2(3)逃げる Q2(4)逃げよう Q2(5)逃げろ Q2(6)逃げなさい Q2(7)逃げてください Q2(8)お逃げください Q2(9)逃げましょう Q2(10)逃げなければならない
平均値 2.33 2.93 2.07 2.60 3.10 3.00 3.63 2.53 2.47
標準偏差 1.04 0.85 0.77 0.92 1.11 0.93 0.60 1.09 0.96 1.00

表1-10　東南アジア留学生（非漢字圏）の表記の平均値

2.70

Q1(1)逃げます Q1(2)逃げて Q1(3)逃げる Q1(4)逃げよう Q1(5)逃げろ Q1(6)逃げなさい Q1(7)逃げてください Q1(8)お逃げください Q1(9)逃げましょう
N1 1.98 2.63 1.98 2.40 3.02 3.13 3.42 2.42 2.33
標準偏差 0.97 0.90 0.92 0.95 1.05 0.88 0.91 1.08 0.96
N2 2.20 2.74 2.23 2.63 3.00 2.57 3.11 2.23 2.26
標準偏差 0.95 1.02 0.90 1.07 1.24 1.15 1.04 1.12 1.13
N３,未 2.25 2.84 2.38 2.56 2.88 2.97 3.16 2.44 2.47
標準偏差 1.00 1.00 1.08 0.79 1.19 1.06 1.03 0.90 0.93

0.99
2.37
1.02
2.56
1.03

2.27
Q1(10)逃げなければならない

表1-3　JLPT別　留学生のアナウンスの平均値

Q2(1)逃げます Q2(2)逃げて Q2(3)逃げる Q2(4)逃げよう Q2(5)逃げろ Q2(6)逃げなさい Q2(7)逃げてください Q2(8)お逃げください Q2(9)逃げましょう
N1 2.21 2.54 2.15 2.46 3.10 3.10 3.46 2.46 2.40
標準偏差 0.97 0.90 0.92 0.95 1.05 0.88 0.91 1.08 0.96
N2 2.23 3.03 2.34 2.74 3.06 3.00 3.31 2.34 2.34
標準偏差 1.02 0.88 0.92 1.00 1.04 0.79 0.92 1.01 1.09
N３,未 2.31 2.63 2.31 2.50 2.84 2.97 3.41 2.69 2.50
標準偏差 0.98 0.89 0.85 0.90 1.15 1.02 0.93 1.01 0.94

0.94
2.44
1.12

表1-4　JLPT別　留学生の表記の平均値
Q2(10)逃げなければならない

2.46
0.99
2.26

Q1(1)逃げます Q1(2)逃げて Q1(3)逃げる Q1(4)逃げよう Q1(5)逃げろ Q1(6)逃げなさい Q1(7)逃げてください Q1(8)お逃げください Q1(9)逃げましょう
１年以内 2.00 2.70 2.15 2.48 2.78 2.89 3.19 2.15 2.22
標準偏差 0.90 0.89 1.03 0.80 1.20 0.89 1.10 1.05 1.05
１年半以上 2.16 2.73 2.17 2.52 3.03 2.92 3.27 2.43 2.39
標準偏差 1.00 0.99 0.97 0.99 1.12 1.10 0.96 1.04 1.00

0.92
2.38
1.05

表1-5　日本滞在歴別　留学生のアナウンスの平均値
Q1(10)逃げなければならない

2.41

Q2(1)逃げます Q2(2)逃げて Q2(3)逃げる Q2(4)逃げよう Q2(5)逃げろ Q2(6)逃げなさい Q2(7)逃げてください Q2(8)お逃げください Q2(9)逃げましょう
１年以内 2.15 2.52 2.19 2.56 3.00 3.30 3.48 2.33 2.48
標準偏差 1.03 1.01 0.88 0.89 1.00 0.94 0.93 1.03 1.08
１年半以上 2.27 2.77 2.27 2.56 3.02 2.95 3.38 2.53 2.39
標準偏差 1.05 0.96 0.97 0.94 1.06 0.94 0.87 1.07 1.00

表1-6　日本滞在歴別　留学生の表記の平均値
Q2(10)逃げなければならない

2.33
1.10
2.41
1.02
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55..11..11..  AA大大学学、、BB大大学学合合わわせせてて 111155名名のの留留学学生生
（（留留学学生生全全体体のの平平均均ススココアア））  
  まず、留学生全体の 115名分の回答から各表現
の平均値を求めた。平均値を表にしたものが、表

1-1（アナウンス）と表 1-2（表記）である。結果
を見ると、アナウンスでは「逃げてください」の

点数が 3.25と最も高かった。次いで、「逃げろ」
が 2.97で二番目に高かった。表記では、「逃げて 
ください」が平均値 3.40 で最も高い結果となっ
た。 
 
55..11..22..  AA大大学学、、BB大大学学合合わわせせてて 111155名名のの留留学学生生
（（JJLLPPTT別別  留留学学生生のの平平均均ススココアア））  
  次に、取得した日本語能力試験（以後、JLPT）
のレベル別で平均値を求めた。N1取得者 48名、
N2取得者 35名、N3取得者と未受験者 32名を
調査した。平均値を表にしたものが、表1-3（アナ
ウンス）と表 1-4（表記）である。その結果、アナ
ウンス、表記ともに「逃げてください」の値が最

も高かった。 
 
55..11..33..  AA 大大学学、、BB大大学学合合わわせせてて 111155名名のの留留学学生生
（（日日本本滞滞在在歴歴別別））  
 また、日本の生活に慣れることで、日本でよく

使用される表現が自然に記憶に残っていることが

考えられるため、日本の滞在歴別でも平均値を求

めた。平均値を表にしたものが、表 1-5（アナウン
ス）と表 1-6（表記）である。日本滞在歴１年半以
上と１年以内の平均値では、アナウンス、表記と

もに滞在歴の長さに関係なく「逃げてください」

の平均値が最も高い結果となった。 
 
55..11..44..  中中国国人人留留学学生生6600名名のの場場合合  
留学生の中でも出身国割合が高い中国人のみでも

平均値を求めた（表 1-7、表 1-8）。アナウンスで
は「逃げろ」と「逃げてください」の平均値が同

じで、表記では「逃げてください」の値が最も高

い結果となった。 
 
 

55..11..55..  東東南南アアジジアアのの留留学学生生3300名名のの場場合合  
 さらに、漢字圏（中国人のみ）と比較し分析す

るため、非漢字圏である東南アジアの学生のみで

も平均値を求めた（表 1-9、表 1-10）。ベトナム（15
名）、ミャンマー（9 名）、インドネシア（5 名）、
マレーシア（1名）の合計 30名分のアンケートの
回答から平均値を求めた。結果は表の通りである。

留学生全体の結果と同じく「逃げてください」の

値が最も高くなり、値はアナウンスが「3.37」、表
記が「3.63」であった。 
 
55..22..  留留学学生生（（日日本本語語学学習習者者））がが最最もも使使用用ししててほほしし
いい表表現現のの分分析析  
 留学生全体、レベル別、滞在歴、中国人のみ、

非漢字圏のみのいずれも、平均値が最も高かった

のはアナウンス、表記ともに「逃げてください」

であった。この結果から、多くの日本語学習者が

「逃げてください」を適切であると考え、緊急時

の使用を肯定的に受け止めていることが確認でき

た。 
 しかし、中国人留学生のアナウンスについては

「逃げろ」と「逃げてください」が同じ値である

点や、全ての区分で「逃げてください」の値が高

くなった点について最適かどうかを示すには決定

的ではないと思われる。より詳細に見ていくこと

が必要であると考え、アンケート内の問いである

「一番使ってほしい表現を選択する」という設問

についても分析する。 
 
55..22..11..  AA大大学学、、BB大大学学合合わわせせてて 111155名名のの留留学学生生
（（全全体体））  
  この調査では、最も使用してほしい表現を選択

するアンケートの分析により、表現の嗜好性を明

らかにする。まず、留学生全体の 115名分のアン
ケートの「一番使ってほしい表現」の回答を抽出

し調査した。回答の割合を示したものが、図 1-1
（アナウンス）と図1-2（表記）である。結果を見
ると、アナウンスでは、「逃げろ」が全体の40.9％
（47名）と最も多く、「逃げてください」は36.5％
（42名）で二番目となった。この順番は、表1-1 
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55..11..11..  AA大大学学、、BB大大学学合合わわせせてて 111155名名のの留留学学生生
（（留留学学生生全全体体のの平平均均ススココアア））  
  まず、留学生全体の 115名分の回答から各表現
の平均値を求めた。平均値を表にしたものが、表

1-1（アナウンス）と表 1-2（表記）である。結果
を見ると、アナウンスでは「逃げてください」の

点数が 3.25と最も高かった。次いで、「逃げろ」
が 2.97で二番目に高かった。表記では、「逃げて 
ください」が平均値 3.40 で最も高い結果となっ
た。 
 
55..11..22..  AA大大学学、、BB大大学学合合わわせせてて 111155名名のの留留学学生生
（（JJLLPPTT別別  留留学学生生のの平平均均ススココアア））  
  次に、取得した日本語能力試験（以後、JLPT）
のレベル別で平均値を求めた。N1取得者 48名、
N2取得者 35名、N3取得者と未受験者 32名を
調査した。平均値を表にしたものが、表1-3（アナ
ウンス）と表 1-4（表記）である。その結果、アナ
ウンス、表記ともに「逃げてください」の値が最

も高かった。 
 
55..11..33..  AA 大大学学、、BB大大学学合合わわせせてて 111155名名のの留留学学生生
（（日日本本滞滞在在歴歴別別））  
 また、日本の生活に慣れることで、日本でよく

使用される表現が自然に記憶に残っていることが

考えられるため、日本の滞在歴別でも平均値を求

めた。平均値を表にしたものが、表 1-5（アナウン
ス）と表 1-6（表記）である。日本滞在歴１年半以
上と１年以内の平均値では、アナウンス、表記と

もに滞在歴の長さに関係なく「逃げてください」

の平均値が最も高い結果となった。 
 
55..11..44..  中中国国人人留留学学生生6600名名のの場場合合  
留学生の中でも出身国割合が高い中国人のみでも

平均値を求めた（表 1-7、表 1-8）。アナウンスで
は「逃げろ」と「逃げてください」の平均値が同

じで、表記では「逃げてください」の値が最も高

い結果となった。 
 
 

55..11..55..  東東南南アアジジアアのの留留学学生生3300名名のの場場合合  
 さらに、漢字圏（中国人のみ）と比較し分析す

るため、非漢字圏である東南アジアの学生のみで

も平均値を求めた（表 1-9、表 1-10）。ベトナム（15
名）、ミャンマー（9 名）、インドネシア（5 名）、
マレーシア（1名）の合計 30名分のアンケートの
回答から平均値を求めた。結果は表の通りである。

留学生全体の結果と同じく「逃げてください」の

値が最も高くなり、値はアナウンスが「3.37」、表
記が「3.63」であった。 
 
55..22..  留留学学生生（（日日本本語語学学習習者者））がが最最もも使使用用ししててほほしし
いい表表現現のの分分析析  
 留学生全体、レベル別、滞在歴、中国人のみ、

非漢字圏のみのいずれも、平均値が最も高かった

のはアナウンス、表記ともに「逃げてください」

であった。この結果から、多くの日本語学習者が

「逃げてください」を適切であると考え、緊急時

の使用を肯定的に受け止めていることが確認でき

た。 
 しかし、中国人留学生のアナウンスについては

「逃げろ」と「逃げてください」が同じ値である

点や、全ての区分で「逃げてください」の値が高

くなった点について最適かどうかを示すには決定

的ではないと思われる。より詳細に見ていくこと

が必要であると考え、アンケート内の問いである

「一番使ってほしい表現を選択する」という設問

についても分析する。 
 
55..22..11..  AA大大学学、、BB大大学学合合わわせせてて 111155名名のの留留学学生生
（（全全体体））  
  この調査では、最も使用してほしい表現を選択

するアンケートの分析により、表現の嗜好性を明

らかにする。まず、留学生全体の 115名分のアン
ケートの「一番使ってほしい表現」の回答を抽出

し調査した。回答の割合を示したものが、図 1-1
（アナウンス）と図1-2（表記）である。結果を見
ると、アナウンスでは、「逃げろ」が全体の40.9％
（47名）と最も多く、「逃げてください」は36.5％
（42名）で二番目となった。この順番は、表1-1 

の平均値の結果の順番と逆転している。この点に

ついては、後述するJLPTのレベル別や滞在歴別
の調査結果と合わせて考察していきたい。表記で

は、「逃げてください」が全体の 35.7％（41 名）

で、平均値と同じく最も高い結果となった。二番

目は「逃げろ」で、23.5％（27名）であり、「逃げ
てください」と大きな差が見られた。 
 

 

 
図 1-1 アナウンスで最も使用してほしい表現（留学生全体） 

 
 

 
図 1-2 表記で最も使用してほしい表現（留学生全体） 

 
 

 

― 53 ―

関西大学高等教育研究　第17号　2026年３月



55..22..22..  AA大大学学、、BB大大学学合合わわせせてて 111155名名のの留留学学生生
（（JJLLPPTT別別））  
 次に、取得している JLPT別で比較した。N1取
得者 48名、N2取得者 35名、N3取得者と未受
験者32名を調査した。N１取得者がアナウンスで
最も使用してほしいのは、「逃げてください」の

43.8％（21名）が最も高かった。しかし、N2取
得者と、N3 取得者と未受験者がアナウンスで最
も使用してほしいと選択したのは「逃げろ」で、

それぞれN2取得者で 54.3%（19名）、N3取得者
と未受験者が40.6%（13名）で最も高かった。表
記では、N1取得者の 42.7％（20名）、N2取得者
の 40.0％（14名）が「逃げてください」を最も使
用してほしいと選び、次点の「逃げろ」との差は

大きかった。N3 取得者と未受験者は、「逃げろ」
を選択する人が 28.1%（9名）で最も高い結果と
なった。これらの結果からアナウンス、表記とも

に、JLPT の取得レベルが低い人は、命令形で強
く短い表現が最適であると考えていることが明ら

かとなった。 
 
55..22..33..  AA大大学学、、BB大大学学合合わわせせてて 111155名名のの留留学学生生
（（日日本本滞滞在在歴歴別別））  
また、日本の滞在歴別でも調査し比較した。日

本滞在歴１年半以上と１年以内に分けて調査した

結果、日本滞在歴 1年半以上の学生はアナウンス
で「逃げろ」を選んだ割合が40.9％（36名）で最
も高かった。日本滞在歴1年以内の学生はアナウ
ンスで「逃げろ」と「逃げてください」を選んだ

割合がともに40.7％（11名）で最も高かった。さ
らに、日本滞在歴 2 年以上の学生に限定すると、
アナウンスで「逃げろ」を選んだのが54.7％（30
名）で最も高い結果となった。しかし、次点の「逃

げてください」との割合の差は小さく、規則性が

なかった。滞在歴の長短によって、使用してほし

い表現が変わらないことが確認できた。つまり、

アナウンスでは滞在歴によって表現を変える必要

はないと考えられる。加えて表記では、平均値や

全体の割合と同じく「逃げてください」の使用が

最適であると考える人の割合がいずれの滞在歴で

も最も高かった。この調査から、留学生が使用し

てほしい表現は、日本の滞在歴やその期間に身に

付いた日本文化、習慣とは関係性が弱いと考えら

れる。 
 

55..22..44..  中中国国人人留留学学生生6600名名のの場場合合  
 中国人留学生 60 名のみを抽出し分析した。そ
の結果、アナウンス面では、「逃げろ」を使用して

ほしい人が46.7%（28名）で最も高く、次いで「逃
げてください」が 28.3％（17名）であった。平均
値（表 1-7）では中国人留学生の 70%以上が「逃
げろ」「逃げてください」のどちらの表現も肯定的

に受け止めているが、最も使用してほしい表現を

選択するとなると「逃げろ」の割合が高い結果と

なった。この他、留学生全体の結果をふまえ JLPT
のレベル別、滞在歴、学習歴でも抽出し算出した

が、アナウンスではいずれの場合も「逃げろ」を

最も使用してほしいという結果となった。このこ

とから、中国人留学生にとっては緊急時のアナウ

ンスとして命令形の「逃げろ」が最適であり、敬

語が使用されない点についても肯定的であること

が分かった。緊急時である場合、強く短く明確で

ある表現がよいという点においては、中国人がス

トレートに伝える表現を好む文化的な背景が関係

している可能性がある。この点の理由については、

今後の課題である。 
表記については、「逃げてください」を使用して

ほしい人が28.3%（17名）で最も高かった。平均
値ではこの問いについて、適切だと思う（50%）、
多少適切だと思う（27%）と回答していることか
ら、全体の4分の3以上の人が「逃げてください」
を肯定的に受け止めた上で、最も使用してほしい

と考えていることが明らかとなった。また、JLPT
の取得レベル別で表記面を見た場合、N1,N2取得
者は「逃げてください」を選択する割合が高く、

N3取得者と未受験者は「逃げろ」を使用してほし
い人の割合が高い結果となった。表記面では

JLPT の取得レベルが低い学生が、短く強い表現
である命令形の「逃げろ」を使用してほしいこと

が明らかとなった。 
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55..22..22..  AA大大学学、、BB大大学学合合わわせせてて 111155名名のの留留学学生生
（（JJLLPPTT別別））  
 次に、取得している JLPT別で比較した。N1取
得者 48名、N2取得者 35名、N3取得者と未受
験者32名を調査した。N１取得者がアナウンスで
最も使用してほしいのは、「逃げてください」の

43.8％（21名）が最も高かった。しかし、N2取
得者と、N3 取得者と未受験者がアナウンスで最
も使用してほしいと選択したのは「逃げろ」で、

それぞれN2取得者で 54.3%（19名）、N3取得者
と未受験者が40.6%（13名）で最も高かった。表
記では、N1取得者の 42.7％（20名）、N2取得者
の 40.0％（14名）が「逃げてください」を最も使
用してほしいと選び、次点の「逃げろ」との差は

大きかった。N3 取得者と未受験者は、「逃げろ」
を選択する人が 28.1%（9名）で最も高い結果と
なった。これらの結果からアナウンス、表記とも

に、JLPT の取得レベルが低い人は、命令形で強
く短い表現が最適であると考えていることが明ら

かとなった。 
 
55..22..33..  AA大大学学、、BB大大学学合合わわせせてて 111155名名のの留留学学生生
（（日日本本滞滞在在歴歴別別））  
また、日本の滞在歴別でも調査し比較した。日

本滞在歴１年半以上と１年以内に分けて調査した

結果、日本滞在歴 1年半以上の学生はアナウンス
で「逃げろ」を選んだ割合が40.9％（36名）で最
も高かった。日本滞在歴1年以内の学生はアナウ
ンスで「逃げろ」と「逃げてください」を選んだ

割合がともに40.7％（11名）で最も高かった。さ
らに、日本滞在歴 2 年以上の学生に限定すると、
アナウンスで「逃げろ」を選んだのが54.7％（30
名）で最も高い結果となった。しかし、次点の「逃

げてください」との割合の差は小さく、規則性が

なかった。滞在歴の長短によって、使用してほし

い表現が変わらないことが確認できた。つまり、

アナウンスでは滞在歴によって表現を変える必要

はないと考えられる。加えて表記では、平均値や

全体の割合と同じく「逃げてください」の使用が

最適であると考える人の割合がいずれの滞在歴で

も最も高かった。この調査から、留学生が使用し

てほしい表現は、日本の滞在歴やその期間に身に

付いた日本文化、習慣とは関係性が弱いと考えら

れる。 
 

55..22..44..  中中国国人人留留学学生生6600名名のの場場合合  
 中国人留学生 60 名のみを抽出し分析した。そ
の結果、アナウンス面では、「逃げろ」を使用して

ほしい人が46.7%（28名）で最も高く、次いで「逃
げてください」が 28.3％（17名）であった。平均
値（表 1-7）では中国人留学生の 70%以上が「逃
げろ」「逃げてください」のどちらの表現も肯定的

に受け止めているが、最も使用してほしい表現を

選択するとなると「逃げろ」の割合が高い結果と

なった。この他、留学生全体の結果をふまえ JLPT
のレベル別、滞在歴、学習歴でも抽出し算出した

が、アナウンスではいずれの場合も「逃げろ」を

最も使用してほしいという結果となった。このこ

とから、中国人留学生にとっては緊急時のアナウ

ンスとして命令形の「逃げろ」が最適であり、敬

語が使用されない点についても肯定的であること

が分かった。緊急時である場合、強く短く明確で

ある表現がよいという点においては、中国人がス

トレートに伝える表現を好む文化的な背景が関係

している可能性がある。この点の理由については、

今後の課題である。 
表記については、「逃げてください」を使用して

ほしい人が28.3%（17名）で最も高かった。平均
値ではこの問いについて、適切だと思う（50%）、
多少適切だと思う（27%）と回答していることか
ら、全体の4分の3以上の人が「逃げてください」
を肯定的に受け止めた上で、最も使用してほしい

と考えていることが明らかとなった。また、JLPT
の取得レベル別で表記面を見た場合、N1,N2取得
者は「逃げてください」を選択する割合が高く、

N3取得者と未受験者は「逃げろ」を使用してほし
い人の割合が高い結果となった。表記面では

JLPT の取得レベルが低い学生が、短く強い表現
である命令形の「逃げろ」を使用してほしいこと

が明らかとなった。 

55..22..55..  東東南南アアジジアアのの留留学学生生3300名名のの場場合合  
 ベトナム15名、ミャンマー9名、インドネシア
5名、マレーシア 1名の合計 30名で分析した。こ
こでも留学生全体の結果をふまえ、非漢字圏の日

本語学習者全体とJLPTの取得レベル別で調査し
分析した。東南アジアの学生はアナウンスでは「逃

げろ」が43.3%（13名）で最適であると考える人
の割合が最も高く、表記では「逃げてください」

が 33.3%（10名）で最も高い結果となった。この
結果は、漢字圏である中国人のみの調査や留学生

全体の調査と同じであり、緊急時の表現において

は、漢字圏、非漢字圏でアナウンスや表記を分け

る必要はないと考えられる。JLPT のレベル別で
は、アナウンス面でN2以下の学生は「逃げろ」
が最適だと考える割合が最も高く、N1 以上の学
生は「逃げてください」などの丁寧な表現が最適

だという結果となった。アナウンス面においては、

JLPT の取得レベルが低い学生の方が「逃げろ」
を使用してほしいという結果となった。表記では、

どのレベルの学生も「逃げてください」の割合が

高く、非漢字圏の学生全体で調査した結果と大き

な差はなかった。 
 
55..33..  記記述述式式にによよるる回回答答  
55..33..11..  アアナナウウンンススのの表表現現「「逃逃げげててくくだだささいい」」をを  
選選んんだだ理理由由  
  この調査では、5.1 と 5.2 の量的結果で得た理
由の心理的な背景を明らかにする。 
 アナウンスの表現で、最も使用してほしい表現

に「逃げてください」を選択した人の理由を以下

に列挙する（原文ママ）。 
・他より聞きやすい、「逃げろ」よりも丁寧だから 
・丁寧で落ち着いた口調なので、明確で分かりや

すい指示をして、行動を促す力もある。「逃げろ」

や「逃げなさい」よりも不安や恐怖感がない 
・他よりも聞いている人は冷静になれると思う 
・緊急時にきちんと「お逃げ下さい」というのも

無理そうだ。普通の人なら「逃げて！」となる

と思うが、テレビ等ではせめて「逃げてくださ

い」を使用してほしい。（必要最低限）など 

55..33..22..  アアナナウウンンススのの表表現現「「逃逃げげろろ」」をを選選んんだだ理理由由  
 アナウンスの表現で、最も使用してほしい表現

に「逃げろ」を選択した人の理由を以下に列挙す

る（原文ママ）。 
・簡単なN5程度の日本語である。分かりやすい
し、緊急事態という現状も伝えられる 
・映画やアニメでよく聞いているので、聞きなれ

ていて「逃げろ」を聞くと危機感が感じられる 
・「逃げろ」という表現が他よりも多少乱暴に思わ

れるかもしれないが、それがむしろ他人にはは

っきりと伝えることができると思うから 
・命令形の表現で緊急の時だけ使うと思う。緊張

感が感じられる 
・アナウンスなので、より早くより簡単な言い方

で伝える方がいい 
・なにより簡単明瞭 など 
 
55..33..33..   表表記記のの表表現現「「逃逃げげててくくだだささいい」」をを選選んんだだ
理理由由  
 表記の表現で、最も使用してほしい表現に「逃

げてください」を選択した人の理由を以下に列挙

する（原文ママ）。 
・書く場合は、普段よく見る「ください」を使う

方がよりすぐ反応できる 
・書いてある文字なので、強力な表現の中でも、

できるだけ敬語の方が適切ではないかと思いま

した 
・最初に日本語を勉強した時に、「～てください」

という文法が出てきたので、一番記憶に残って

いるから。日本の初級レベルであり、日本語が

あまりできなくても「逃げてください」を見た

ら何とか分かると思うからです。 
・他よりも安心できるから 
・親切感があるから など 
 
66..  研研究究結結果果  
66..11..  アアナナウウンンススのの表表現現  多多くくのの日日本本語語学学習習者者にに

肯肯定定的的にに受受けけ止止めめらられれるる「「逃逃げげててくくだだささいい」」とと、、

限限定定さされれたた「「逃逃げげろろ」」のの使使用用  
 声や音声で伝えるアナウンスの各表現の平均値
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を求め比較した結果、「逃げてください」を使用す

ることは全体的に多くの日本語学習者にとって肯

定的で適切であると考えられていることが確認さ

れた。また、JLPT のレベル別で見ると、取得レ
ベルがN1以上の学生は「逃げてください」を使
用することが最適であると考える割合が高かった。

記述式の回答から分析しても、「逃げてください」

を選択した人は、丁寧な表現であるほうが緊急時

に精神的に安心できるということが示された。一

方、JLPTの取得レベルが N2以下の学生は、は
っきりと緊急時であることが認識でき、簡潔な表

現である命令形の「逃げろ」を使用することが最

適であると考えていることが明らかとなった。 
 
66..22..   表表記記のの表表現現  「「逃逃げげててくくだだささいい」」がが最最適適でで

ああるる  
 文字情報である表記は「逃げてください」を使

用することが、多くの日本語学習者に適切である

と考えられ、肯定的に受け止められることが明ら

かとなった。また、留学生（全体）の調査では、

JLPT の取得レベルが低い人ほど「逃げろ」が最
適であると考えていることが明らかとなった。ア

ナウンス面と類似した結果であることは注目すべ

きである。 
 
77..  ままととめめ・・展展望望  
 本論では、留学生のアンケートを分析し日本語

学習者の視点で緊急時のアナウンスと表記におい

て、どの表現が最適かを明らかにした。平均値で

はアナウンス、表記ともに「逃げてください」と

いう表現が適切であると考えられ、肯定的に受け

止められていることが示された。また、さらに分

類し、見ていくことでJLPTの取得レベルが低い
人は命令形で強く簡潔な表現である「逃げろ」を

使用してほしいことが判明した。今後の多文化共

生社会を見通し、留学生や日本語学習者と日本人

との歩み寄りは必要不可欠であると考える。これ

らのことから、メディア視点や日本語教育の視点

で提案する。 
まずメディア視点では、アナウンスで「逃げて

ください」を使用し、表記では「逃げてください」

もしくは、「逃げて」を使用することが望ましいと

考えられる。平均値の分析結果と記述式アンケー

トの結果から、全体的に多くの日本語学習者が「逃

げてください」の使用を適切であると考えている

ことが確認できた。アンケートには「丁寧だから

安心する」「メディア側が伝えるマナーとして」と

いった回答を得た。これらを考慮し、多くの視聴

者に発信するメディアの観点から、日本語学習者

全体に肯定的に受け止められている表現を使うこ

とが望ましいと考える。また、分類後の分析では

JLPT レベルが高い人は「逃げてください」とい
う丁寧な表現が最適だと考えていることが明らか

となった。日本語学習者のなかでも上級者が視聴

するテレビやラジオでは、丁寧な表現が最適であ

ると考えられる。しかし、聞き慣れた表現でもあ

るため強い口調で伝えるなどアナウンス面では伝

え方に工夫が必要である。そこで、アナウンスで

は「逃げて、逃げてください、今すぐ逃げてくだ

さい」等「逃げて」を含めた言葉を初めに繰り返

し伝えることや、声の大きさを次第に強く大きく

していくことを提案の一つとしたい。中島（2024）
の調査にあるように、強い口調によって「怖い」

と感じた人がいたことから、伝え方は今後も工夫

が必要である。 
また、表記については指示や勧める機能がある

「逃げてください」の使用を検討しながら、「逃げ

て」を使用していくことが望ましいと思われる。

テレビでは画面に映せる範囲があるため、「逃げて

ください」を使用すると文字が小さくなったり、

他の情報が見えなくなったりする障害が出てくる

ことが予想される。さらに、日本語学習者にとっ

てアナウンスと表記は同じであることが情報の理

解として望ましい点などを含め、「逃げて」の表記

に統一することが最適であると思われる。さらに、

ひらがなのルビをふることを必須とし、「逃げてく

ださい」の使用も検討が必要である。一方で、留

学生の使用頻度が高いインターネットでは、「逃げ

ろ」を積極的に使用する必要がある。JLPT の取
得レベルが低い人も利用するインターネット端末
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を求め比較した結果、「逃げてください」を使用す

ることは全体的に多くの日本語学習者にとって肯

定的で適切であると考えられていることが確認さ

れた。また、JLPT のレベル別で見ると、取得レ
ベルがN1以上の学生は「逃げてください」を使
用することが最適であると考える割合が高かった。

記述式の回答から分析しても、「逃げてください」

を選択した人は、丁寧な表現であるほうが緊急時

に精神的に安心できるということが示された。一

方、JLPTの取得レベルが N2以下の学生は、は
っきりと緊急時であることが認識でき、簡潔な表

現である命令形の「逃げろ」を使用することが最

適であると考えていることが明らかとなった。 
 
66..22..   表表記記のの表表現現  「「逃逃げげててくくだだささいい」」がが最最適適でで

ああるる  
 文字情報である表記は「逃げてください」を使

用することが、多くの日本語学習者に適切である

と考えられ、肯定的に受け止められることが明ら

かとなった。また、留学生（全体）の調査では、

JLPT の取得レベルが低い人ほど「逃げろ」が最
適であると考えていることが明らかとなった。ア

ナウンス面と類似した結果であることは注目すべ

きである。 
 
77..  ままととめめ・・展展望望  
 本論では、留学生のアンケートを分析し日本語

学習者の視点で緊急時のアナウンスと表記におい

て、どの表現が最適かを明らかにした。平均値で

はアナウンス、表記ともに「逃げてください」と

いう表現が適切であると考えられ、肯定的に受け

止められていることが示された。また、さらに分

類し、見ていくことでJLPTの取得レベルが低い
人は命令形で強く簡潔な表現である「逃げろ」を

使用してほしいことが判明した。今後の多文化共

生社会を見通し、留学生や日本語学習者と日本人

との歩み寄りは必要不可欠であると考える。これ

らのことから、メディア視点や日本語教育の視点

で提案する。 
まずメディア視点では、アナウンスで「逃げて

ください」を使用し、表記では「逃げてください」

もしくは、「逃げて」を使用することが望ましいと

考えられる。平均値の分析結果と記述式アンケー

トの結果から、全体的に多くの日本語学習者が「逃

げてください」の使用を適切であると考えている

ことが確認できた。アンケートには「丁寧だから

安心する」「メディア側が伝えるマナーとして」と

いった回答を得た。これらを考慮し、多くの視聴

者に発信するメディアの観点から、日本語学習者

全体に肯定的に受け止められている表現を使うこ

とが望ましいと考える。また、分類後の分析では

JLPT レベルが高い人は「逃げてください」とい
う丁寧な表現が最適だと考えていることが明らか

となった。日本語学習者のなかでも上級者が視聴

するテレビやラジオでは、丁寧な表現が最適であ

ると考えられる。しかし、聞き慣れた表現でもあ

るため強い口調で伝えるなどアナウンス面では伝

え方に工夫が必要である。そこで、アナウンスで

は「逃げて、逃げてください、今すぐ逃げてくだ

さい」等「逃げて」を含めた言葉を初めに繰り返

し伝えることや、声の大きさを次第に強く大きく

していくことを提案の一つとしたい。中島（2024）
の調査にあるように、強い口調によって「怖い」

と感じた人がいたことから、伝え方は今後も工夫

が必要である。 
また、表記については指示や勧める機能がある

「逃げてください」の使用を検討しながら、「逃げ

て」を使用していくことが望ましいと思われる。

テレビでは画面に映せる範囲があるため、「逃げて

ください」を使用すると文字が小さくなったり、

他の情報が見えなくなったりする障害が出てくる

ことが予想される。さらに、日本語学習者にとっ

てアナウンスと表記は同じであることが情報の理

解として望ましい点などを含め、「逃げて」の表記

に統一することが最適であると思われる。さらに、

ひらがなのルビをふることを必須とし、「逃げてく

ださい」の使用も検討が必要である。一方で、留

学生の使用頻度が高いインターネットでは、「逃げ

ろ」を積極的に使用する必要がある。JLPT の取
得レベルが低い人も利用するインターネット端末

では、短く簡潔な表現を使用することが望ましい

と考えられる。命令表現は小池他（2002）で、「話
し手が聞き手に対し、一方的にある状態や行動の

実行を指示する表現」と記載されている。しかし、

井上（2012）では避難の命令について取り上げ「法
律上の命令」と「表現上の命令」とは区別すべき

であることの重要性を論じている。さらに、調査

により防災無線ではすでに命令形の「逃げろ」や

「避難せよ」などの言葉が用いられていることを

記載している。日本語学習者がよく利用するメデ

ィアについては、アナウンス、表記ともに「逃げ

ろ」の使用を前向きに検討していく必要がある。

加えて、法律などの制限がない近隣住民間での緊

急時の呼びかけには「逃げろ」を使用することが

有効である。今回の分析結果を参考に、日本語レ

ベルが分からない人に対しては、丁寧な表現より

も簡潔で危険度の強さが分かりやすい表現を使用

することが望ましいからである。 
最後に日本語教育としては、多くの日本語学習

者が「逃げてください」を適切だと考えている結

果に注目しなければならない。分析結果では、ア

ナウンスで「逃げてください」の次に「逃げろ」

の表現が多くの日本語学習者に適切だと考えられ

ていることも確認できた。しかし、記述式のアン

ケートにより、命令形の学習時に初めて動詞の「逃

げろ」や「地震」「危険」などの名詞が導入される

ことが大きく関係していることが考えられる。つ

まり、「逃げろ」という命令形が、危険なイメージ

や災害と関連があるということがすでに刷り込ま

れている可能性がある。今後は動詞の「逃げる」

をより早い段階で導入することや、「て形」の導入

時に「逃げて」や「逃げてください」を積極的に

取り入れていくことを検討する必要がある。もし

くは、オリエンテーションなどで防災対策として

別の時間を作り、導入することが望ましいと考え

る。よって、今後は「て形」や「～てください」

の学習をさらに充実させていくことが重要である。

「て形」の学習時には導入に時間をかける教師が

多い。その過程のなかに、緊急時の身を守る言葉

が導入されることで、学習に集中してもらいやす

くなることが期待できる。留学生が日本に来て半

年の間に地震や津波などの危険に遭遇することは

大いに考えられるため、学習が早いことに問題は

ない。今後は「て形」の理解度、伝わり方なども

調査したい。 
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